




















医 学 ↑事 士
第 424 手J 
昭和 38 年 3 月 26 日









体m: 3kg 前後の猫を用い， ether 吸入乃至 pentothal sodium 腹腔内又は静脈内浅麻酔の下に下腹部正
中切聞を加えて尿道より nelaton -catheter を柿入後勝目光内に生理的食塩水を注入し，之を tambour に接
続，描J己盃を介して煤紙上に内圧の変動を記録した。 刺激には尖端のみを露出したエナメノレ絶縁による径
約 80μ の鋼線単極電極を用い，之を陰栢となし，手術創に接着した銅板を陽柘とし， 刺激装置には日本





於て JJ別光反応を得る為 lと烹J@刺激条件として従来教室で用いられて来た 50CjS， 10msec, 2Volt 電圧の条
件をこの部においても再検討し，烹適条件として 50CjS， 10msec, 0.5-2.0 Volt 電圧を得た。
2 急性実験
狛48匹を使用し，後頭開頭を行ない小脳引除後， 下日:尼側端より延髄に至る第 4 脳室底を露出して橋脳
に at random に刺激針を刺入，電気刺激を行ない，腸脱運動の促進を認めた場合は，之の部位を 3 Volt, 






猫10匹を使用し，後頭関頭を行ない後頭葉を前外方に圧排し，骨性天幕に小孔を穿ち， free hand !乙て
予め計測した深さまで刺激針を橋脳吻側部に刺入電気刺激を行ない，肪脱収縮反応を確認したる後， 乙の

























局性担傷を作った猫を 2-3 週間生存せしめ， Marchi検索 lとよりこの領域よりの下行性並び、に上行性線維
連絡を追跡した。同部よりは，脳幹網様織の腹外側を両側性に下行し， 延髄の勝脱収縮中枢並びに弛絞中
枢に強力なる連絡を送りたる後，外側網様織脊髄路の形成に関与しつつ， 腰仙髄まで下行する線維束が出
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るととを明らかにし，一方向部よりの上行性線維は，中脳の Forel の被蓋束の構成に与り，中脳跨JN;運動
領域に連絡し，更に中心灰白質並びに視床腹側核まで達することを証明した。
上述の研究は，排尿反射の機構の解明に前人未踏の業績を挙げ得たものと考える。
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